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特別損失の計上に関するお知らせ 
  

 当社は下記のとおり特別損失を計上することとなりましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の計上及びその内容 

 ａ．投資有価証券評価損 

①投資有価証券評価損（77 百万円） 

当社は、｢その他有価証券｣に区分される保有有価証券のうち、時価あるいは実質価額が著しく下落し、

その回復が困難であると認められたものについて、平成 25 年３月期第１四半期において減損処理によ

る投資有価証券評価損を特別損失として計上する必要が生じましたので、お知らせします。 

なお、四半期会計期間末における投資有価証券の減損処理につきましては、四半期洗替え方式を採用

しているため、平成 25 年３月期第２四半期、第３四半期及び平成 25 年３月期の期末日の時価あるい

は実質価額により、特別損失の額が変動する場合は特別損失を計上しない場合があります。 

 

②平成 25 年３月期第１四半期の投資有価証券評価損の総額 

 個別 

(Ａ)平成25年３月期第１四半期会計期間(平成24年４月１日から平成24年６

月 30 日まで)の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 
77 百万円

(イ) 平成 25 年３月期第１四半期累計期間(平成 24 年４月１日から平成

24 年６月 30 日まで)の投資有価証券評価損の総額 
77 百万円

 
(ロ) 直前四半期(平成 24年３月期第１四半期)累計期間(平成 23年４月１

日から平成 23 年６月 30 日まで)の投資有価証券評価損の総額 
－百万円

（注）１．四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

   ２．当社の決算期末は３月 31 日であります。 
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③純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 個別 

(Ｂ)平成 24 年３月期末の純資産額 16,589 百万円

(Ａ／Ｂ×100)  0.5％
 

(イ／Ｂ×100) 0.5％

(Ｃ)最近５事業年度の経常利益額の平均 951 百万円

(Ａ／Ｃ×100) 8.1％
 

(イ／Ｃ×100) 8.1％

(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益額の平均 547 百万円

(Ａ／Ｄ×100) 14.1％
 

(イ／Ｄ×100) 14.1％

（注）「(Ｃ)最近５事業年度の経常利益額の平均」には最近５事業年度の経常利益（経常損失である

年度は零とする。）の平均を、また、「(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益額の平均」には最近５

事業年度の当期純利益（当期純損失である年度は零とする。）の平均を記載しております。 

 

 ｂ．減損損失 

①減損損失発生の理由 

 当社が千葉県松戸市に所有しております土地と建物は従来、従業員の社宅として利用しておりまし

たが、現在、使用している従業員もおらず遊休状態にあり、当該資産の売却を検討しておりました。

平成 25 年３月期第１四半期において譲受け希望者が現れ、今後の使用の可能性及び所有コスト等を

勘案しました結果、当該固定資産の譲渡を決定しました。これにより回収可能額（譲渡価額）が帳簿

価額を下回ったことから減損損失を計上いたしました。 

 

②減損損失の内容 

(1) 譲渡資産の概要 

資産の名称及び所在地 帳簿価額 譲渡価額 現 況 

松戸栄町ハイム 106 号室他７棟 
 千葉県松戸市栄町５丁目 305 番地

土 地 
建 物 

16 百万円

21 百万円

 
 

6 百万円 
8 百万円 

 
社宅として所有 
（退居済み） 

合 計 38 百万円 15 百万円 ― 

 

(2) 減損損失の内容 

当該固定資産の帳簿価額であります 38 百万円に今回の譲渡に伴う費用１百万円を加算し、譲

渡価額 15 百万円を差し引いた結果、平成 25 年３月期第１四半期における減損損失額は 24 百万

円を計上いたしました。 

 

 

 



２． 今後の見通し 

上記の投資有価証券評価損並びに減損損失を平成25年３月期第１四半期において特別損失に計上い

たします。 

今回の特別損失のうち投資有価証券評価損につきましては株式市場による影響が大きく、当該市場

動向の予測は困難であります。また、減損損失につきましては利益に対する影響が少ないと判断しま

した。従いまして、業績予想の変更に関しましては、平成 24 年４月 27 日に公表いたしました第２四

半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。 

 

以 上 

 


